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市民マラソ y大会

1266人が力走

ゴー".近aラストスパート釜ずる，ンナー園

ボランティア大会

ポランティ戸活動への関山高める

日 ご ろ 円ンデげ醐.している人や蹴 倒

，人制唱。人岬重り市，jI，，，，.バ油相".

"'返りまらセンタ "使命体町}で行われまし".

^会では ポラン.， γ グループのの感謝伏"量

刊に酬しでもた臼れあい円ポスター」入

賞者のJI<~~行われたほか、 γ" クシ ，ンと Lて

李嵐..ン，，，グループが「阿季の敏」を手話で

皇賞偲。会場ι 織まヲた.加.允ちも~'，>l，，~に Hli

をした弘がり歌勺てい重 Lた.

その後師宅阪の回附さんが「弘の醐人生

..ぇI:HlUと掴Lた荷揚佳子..受えはがり行

い奮し".

""回市民マ，ゾシ大会が 2tll1日に開かれ1描人の

，>少が.加しました

"慮。。回)，2111!(5泊λ3.(2.5101入国や?駅伝

に，};れ褐ノ岬崎摘を元気よ〈ス，.-'.軒
たちはやわりか'J. I1~しの中 "ら.，医大過り断。返し

のヨ 叉を定り それぞれのペ スでさわやかな汗..

Lでい去した

各自制門の優局者(敏県船

【m・S】男子E 国領侭.!'TT:子園累筒しのぷ(招待〉

【2酎肝・附輔副〈奈良配初代奥内

佳奥(高島屋) ・釧宅鬼.争生‘似て 辻本治州t.".

訓..・"余良市民走ろう会〉 鈴代 風祖母竹治'̂ "ラ

持7学主..厚怪人〈届史学院)t女てf-1O代値久保

. ，胃袋高〉酬阿保華料【阻即日制

即興子細市民走ろう会〉 ・州 -t;-F八千代〔招

待) 区河、 欄..子〈奈良県〉 ω代 ..方， ，奈

良抱"' 命学生飯野"'照〈容M中〉

【 3 ・6】 'I'~ヤ4 修・開+ 保健 〈朱叢) ..子飼湾

肝〈伏見)T'I''1= 5内子山〔附肝

土舛1lli!14i':(伏見)t中噌"手=男子自ヲ同集 "鳴)

k了一附村央子〔伏見〉

【中理解駅伝】甥子・富腫'0女子=三笠A

市立小・中・高等学校

図画工作・美術作品展

子どもたちの作昂約900点在展示

市立小中高等学校咽副工作輔作舗が

2月6包か旬 8日日悼文化.>タ ー (三条摘

- ，聞で聞か川しむ

会鴻叫聞や人相どの絵画回開

1Ii*~，工作 工去、ヂザイ ム〆包どの個性あふれる作

品醐帥り時世慈しと並べられてい tL 1:.会

場を断れた人たち 11..f'l'f.¥につW切れている個々の

作賓のョ 1"，も後みはがり然心ぷ 鑑賞していまL

". 
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I 文化財閥火週間

消防訓練やポスターで

文化財の大切さ訴える

回目".抽出泊そうと 1月四か

ら"困の「文化財紡火週間」を't.(.，f:ii'¥防網

i
zわ

れ

i
a ."とが行われ.した固

市内でM 防火週間を前にしたn自に買巨大

柏崎では日制どによる齢別枇と

があ今た帥春日制陥，，;，i[(h判

どでも万 に・ぇ創舗がむわれました.

2底火 小中写生かb闘しで川文化訓

防火ポスタ ←にll2 1点の“t;.~'jちり'"点.

入貧入選LまLた.金貨に"福住監 Fさん

〈抽 花小聞と4川 目さん(醐巾

3 if:)が還ばれま Lた.

木村真也乎さんm作品繍盆・・乎さんの作晶

平滅ウオーク'93

約2，000人ガ怠らまち界わい敵策

伝統芸能の集い

古代の伎楽・舞楽などを楽しむ

。良の歴史をゆ"，り t&l!liがり暢わーでも旬

結うと 2117El 半減ウ eータが行われま Lた.

ζのイベント"、家良太陶路事~""'-"事業のひ

とつとしτ 肺開削でいH ので胤，高〈 、

約2醐人州闘の"'開増に麹."した.

この自のヨ ス思、さ さやきの 4更を続て白‘母、

惜剛山醐鱒わいかり伝続的町並みの臨

包りまらを温り 健福J予までの約"'ロ，.加..，、

'"歓送での例議を聞き1..1>'ら思い思t吻ペース

で早稽の二人相臓の散輸を裂しんでいました.

時措に対する酬を標めて，らおう同位

能の集いが 2 月 6 自信り.色.~ター〈東.，僻町〉

で測かれ重した.

今回i山町蜘酬」と姐し制時代叫

伝わる伎気興策 'fttlllをよ演しました

伎楽では、周巨大与聞粗大.. ・3再度法要を機会'.

された酬に."研究腕され允晴子」が「酎

山"ど、山人の慨が古代叫に見入勺

ても"した.
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まちづくりにあなたの声を 市で隠、市民のみ主主さんが格破についてど

<D.ょう巳答え、 何を掴んでいるかを掴ぺ 今

後の施粛に長俊さ曾る定佐久 1957~から密室享

r宗風市政巳ついての也踊割.，宅堅実施して

いぎず.

"".隊①隻語源民、 ②療良市@将来.

③何百の番鍾施賞、@ノーマイカーテ一、 ⑥情

線公開制度の5斑目巳ついて調査しぎし定.

この調査箇県を舎号"かベ.)と4月 18

~ (⑥ ⑧)に分けて紹介しま..

調査陣帽の住民単本酋・から無作褐巳網

出レ定20・以上。人3 ぽ"人宅H~.巴、昨年10

月"日 -~8巴行い1. 947人(回収a 54 . 9%) 
怒ら園笹をいただきぎした.

官町田宮参⑤
その 1

由刷 「回答開 j ( "~ "IJ*酬の
田崎川1酬 とLて揖H臨L 小制第

2師時五人しています.
そのた臥百分比吋討が附%に忽ら白

い鳩合があり彦司，.

生
活
環
境
と
奈
良
へ
の
愛
着

E
E
S
Z
F住
ん
で

Eに

EEE-

来..に住んで句.で<n
「
聖
以
上
」

g
sく

つ

い

で
「
何
年
S
お
年
末

a」
と
は
う
て
必

り

i
z
-
-体

の
ほ
ぼ
品

eSIt-

i
I
2
:
 

諸

白

書

お

?

年

、

zn

4
1
m
3毎
日

9
午、

百
億
凶

2
U平
企

部

U

2

1
Z
I
--

m
m
M
あ
怠
た
同
夜
aR
合

m
に
住
ん
で

「よ
か
ヨ
た
」
と
思
い
度
ず
か
・

宮

市

に

2
で
よ
か
ヲ
た
主
え

t
i
-
-

2ず
か
ぞ

た
も
の
の

2
需
L
て
い
ま
す
・

「
よ
か
う
た』
L
C

存
え
た
人
の
明
白
誕

怠
川
崎
L
C
'
A
U
と
は
い
も
の
の
、
厚
-

E
E別

で
ほ
年
俗
語
〈

E

F
i
E草
散
が
高
〈
区
る
ほ

i高

A
i
l-

E
AE
t
t
t
 

に

WE
I
-
-
aい
a

Z
《

3

っき
-

住
ん
で
よ
か

勺

品

Eし
て
「
臼

3
1
i
i
f
 

f
Jt
t号、高
名

島
が
多
い」

寸公
害
M
V
少
也
い
」
、

姻 珂 5
住bごこちガよい曹恒憎量・寄}

• •• -・
首円43「41a担門t 出I l g ，!J， .!l ll .u~ • 

R E ， !;!!?i !i!!t E 
4‘ 

"‘ 関

-・• 
" 

「仲
代
み
は
れ
化
か
り
」
「
民
容
が
少
白

い
」

i
f
-
-

U
調
山
の
ペ
ス

F
5と
包
勺
て
い
ま
す
-

T
E
i

?い
』

2

2
2
qf
Jに

あ
げ
切
れ
て

;
!
?%と

高
い
の

Z
4
5
1
・

【伺
】

(
「よ
か
ヲ
た
と
息
わ
な
い
』

i
i
f
i
t
 

i
l
t3i
・

宮

FEEt
-
5
7

7
1a
z
L
E高
い」

E
T
A
-
z
f
E
 

22
i
f
E
f
 

Eわ
り
志
し
た

J
t
在

の

7
7
1tm「

z
aぃL

S
E
E
-

， 

ゆ っ.I'!l笹"ごこちのよ<OC咽臨調



E
E
E
iに

1

・bEら
れ
ま

E・

夜良市への..A
~H"“凶い'. 

i
t
i
 

t
iじ

る
」

Z
!

?
3
2
h
J署
長

じ

て

い
ま
すi

u
f
i
i
 

高
く
、
凶
カ
女
と
も
初
代
以
上
の
年
配
固

で
「

;Lる
』
人

Z
L
J

ぃ

1
・五

azE
S
L
E

E
t初
代

在

宅

て

い

そ

奈
良
市
の
将
来
像

【間
】
あ
伝
た
は
今
後
訂
世
田
区
を
・庫

銀
し
た

2
で

Z
Eど
の
よ
う

S
2
2
2量
産

し
い
童

い
ま
す
か

1
E
i・

ー
の

azz
t
;

i
iと

の
う
ら

ー

f
i
l
l
-

盟、

1f
t
a
z「

縁

盤
か
匂
範
t
m
」
日
初
6
%
が
》
ヲ
プ
マ
、

号

『文
化
財
を
保
理

し

ま

の

風

格

止
苦
悩
何

q

た
修
hm」

ψ

‘
%
寸
舗
網

祉

Bi
--
番

号

Z
い
安
全

B
E
n
e
%と

R

E
E
lFけ
を
と
旬
あ
げ
る

と
「
隆
史
侮
市
」
M
m
m
5
%
で
「
偏

重
か
な

E
市』

n
l
une上
向
り
ト
ヲ

プ
と
ω
ゅ
う
て
い
ま
す
・

i
i
;
t
i
 

層
で
は

『

1
4」

i

圃

z
i
?
?人

が

多
〈
む
ヲ
で
い
ま
す

【問
】
-eb惨
た
の
脅
え
ら
れ
る
議
良
市

iの

tfl

i
-
-い

て
実
現
し
て
い

〈
ぺ
き
ど
L
C
舞
え
て
い
ま
す
か
〔
5
つ

血管量
銀
三!

?
i
 

と
し
て
硲
項
目
を
型
車
し
て
低

し
い
も
の
を
5
つ
ま
で
温
ん
で
も

JR

ま
し
た
・

「
軍
品
種
墳
の
保
全」

『文
化

財
や
摩
史
的
青
磁
の
保
護

隊
全
」
を

書

し
て
ほ
し
い

草

tで
、
草

取

t
i
p
iと
結

び
つ
い
た

g
s
Jぃ
5・

つ
づ
く

『梱
祉
の
充
実
」

P
R
a体

制

の

霊

」

「

E告
の

向

上
L

iの

Z」
「

S
E
S
-

観
の
向
上
」
の
5
項
臼
が
掬
%
嗣
後
で

f
r
t・

」

2
か
で

Eu

t--L金主
俗
「
2

2の
向
i
』
「
理
主
@EI

げ

1
2〈
t
で
い

5
・

市
の
各
種
施
策
へ
の
閉
山

【刷
】
あ
生
た
ほ

也市
政
に
圃
心
が
あ

z
r
S
K
I-

市蔵へO)J ~度
rbr¥恥ま瞬

.. 寄，. 「

Z
に
関
心
が
あ
る
」
と

『
い
〈

8
i
i
i
 

;
j
iぃ

実
施
写
べ
禽
量
点
繍

-m
E
内
置
き

闘

4ι
E
L
E
--

女
性
《
釘
5
%
v
hh
比
ぺ
男
性

《
れ
6
%
》
の
関
心
が
高
〈
年
代

別

E
E
tz
F
E
R

t唐
草
書
長

L
F
T
E

高
〈
な
噌
て
い
草
す
・

同問
】
市
で
ほ
5
項
目
の

E
点
施
.

2
げ
里

t
E
t
fづ

〈

iて
い
ま
す
;

た

か

;

れ

て

f
j

M
ど
れ
で

1

2ま
v・

'・m酬で臥ι
竃貨

" 晴樹

今
後
、

2
入
れ
て
放
し
い
と
い
う

聖

a
t、
昨
年
と

q
uE
と

包
勺
で
い
ま
す
・

:

プ

の

「快
適
で
迭
さ
は
男
女

と
も
鈎

初

代
で
高
，、
、
後
く
「
や
す

』

'
g
L
C
生
き
が
い
L

ほ
男
女
と
も
年
陸

軍

i
tく
;

い

ま

す
・

5 



れ
た
の
を
縄
に
也
て
り
れ
た
も
の
で

附

4
E
E
T
-
-あ

1
1
1
g
 

句
の
網
野

u・
唱
に
あ
り

aす
・
こ
う
し

た

z的

Pu品
'E嶋Tと網
習仰

2iえ

tた
=Pで;侭
2飽

u
a
s
E
tう

2
量

f
zに品阿

方

2が

zM
，:ス
1
E

に拘怒怖噌て仇必
ωη
‘，ガn

，-友A
 

.Lに

ω檎
ル
畠
邑
号
広
Mが'勺

て
い
左
，
曾
..
 泡

の
中
に

Mu
厄

z膨
即
舗
掌
.
掴
.
困
.
↑
語
俗
毎
氏
作

の
&
.
胃
闘
遭
形
寸
一
象
犠
煙
L

“が伊

.a@η
，袋

R&''.a
，

7
4
4弓

1
-ル's

4iお

f

-勺
'
鹿
雀
... め
て
い

.a.す
L企c、

“2
@
E
t
t
E
 

R“せ句企
tLtaE4すて令

-
F附

ua;1

-A・1awe-73・l-ml

品

t
zで
S

E
t
s
-

s
h
a
z
s
 

• I'IJ 
..!.;iI!:代さん

"無
線崎
• 

eF11主楠館

入
江
作
口
田
巳
込
め
ら
れ
だ

M
M

領内

配

を

禽
轟

amwa周
東
働

--u治

ZMu--

内
氏
が
様

AMK細胞
の
鍾
・
覇
、
仏
像

haEE、
t
品
?

切
れ
た
争
作
品
母
、
信
良
市
』
術
幽
閉
8

感

じ

と

る

岬.

彪

hhU9て
i

‘agt
・-qMmrt

j
lジ
し

た

盟

主

8
・

2肉

化

2
13
H
a
z
aい

t
i
b
i
-
-宮

円
包
ど
峨
い
崎
伝

uh灯に
U
H
M
F

人
旬
、

an，
-
A

に
リ
る

a'る
で
企

Ra--の
よ

う
に

'
U
り
、
縛
H
人
訟
の

n・
・
に

も
似
た
光
が
剖
匁
的
で
‘
-
の
情
"
へ

引

2
1た
よ

う

白

?

:

自

の

E
露。

Eえ
Eに

;
E
E
1
2ー

に
よ

E
2
2
・2
6レ

リ
ー
フ
量
え
て
〈
れ
ま
す

J
z

t
h
t、
E
E誌がい

草
し
た
・

こ
の
免
愉
鎗

u、
価
毎
的
憾
鍾
周
濠
鳳

川

ua・氏
の
殴
針
で
、
濁
川
氏
川
地
一
』
の

a
t
f、
E
A
-
-

e
Eに

a
L
E
L
;句、

I
i
t
i
t
 

i
i
u
f
l
u
-

-
t
f
Z
E
E
-

マ

f
i
z
z
--

f
S
2ー

-ZA
入

江

言

語

あ

る
嵐
鼠

l
/
S
4

3
/
M
a
 

-

竜

脳

お

盛

り

2
，

Hi
調

a
u
b
f
E
Rの

名
婦
川
崎
血
管
他
で
綱
介
、
ー
一ハ

2
・41
2り
fえ

ど
の
作
品
も
や
さ
し
さ
が
め
'en

s
-
z
u
t
t
z
h
 

じ
る
の
か

-E引
か
れ
る

A

が
ぬ
る
の
か
・
思
わ
ず
見
入
雪
て

L
2

い
き
た
品
目
2

誌
の
中
で

『
入
江
さ
ん

n身

商
代
の
壁
と
か
古
代

Z
L

-
t
Z
E
-
-
z
 

t
s
z
F
長
品
切

t
&
a
J
2
2
2
 

人

t
i
f
f
e
f

tELL-tす

E
E
t

て

入

江

t
i
t
i

u
B
E
E
Z
E
r
t
 

i
;
1
1
4い

た

Eが
告

主

中

Z
T広

MF旬、

4Mm食
わ
れ
る
凪
い
で
鼠
‘

L

S
し
化
・

関
川
中
ご
ろ
か

bu、
“
ィ
ピ
ジ
，

ン

Mm一般
公
開
さ
れ
る
ず
庄
で
す
・
-
R

Eで
九

H
I
L
t長
t

る
の
低
"
ふ
で
初
め
て
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
一
一
し
イ
ン
チ
の
ト人
え
タ
リ
t

y
E
A
t
t測
の
豊
島

B
E
t
t
a
t
J
t
 

f
i
i
i
f
 

f
;し

い

E
6骨で

奮
し

E
tで
1す

;
i
z
i
 

の

置

が

R
e
t
s
-

kiMEsf盟
E
J

人

t
a
z
-
-
L

i
t
z
h定

z
aい
て

h
f代

i
z
-
-鴎

勢同・.. ‘にλ"'・・@・..関《

金
湖
-e
住
い
と
の
こ
と
で
L
た・

1
i
i
 

t
E
M
i
f
f
-

-
が
U
い
て
偽
り
・
5

す
・
そ
の
中
か
切

2
量
'
た
も
の
舎
紹
介

L1・

-
u
p
a
周
，
、
匂
る
仰
の
嵐
絡
で
し
k

g
f
A
e
t
-

-Mmの
rM・
i
s
i
i
i
 

i
f
-
-
i
 

s
b
i
z
-
R
t
 

zι彼
自

害

し

た

・
刷

日

"

の
仕
・
ζ
島
め
そ
う
で
す
-
S
た
来
た

い品ぃ
1
」
躍
の
在

ζ

の
よ
う
に
、
貧
富
に
は
今
問
符

・
か
り
多
〈
句
人
々

Mm訪れ
て
お
り
れ

1・
2の
s
t
t量
失

一i
に
量
ぺ
約
十

Z
B来

型

Z
Z
I
--A
1

use-hと‘
E
E
Z
L

s
h
g
Z《
の
入
品
古

L
C

思
い
e
g
す・

4
れ
か
』

'ba同
制
困

n
仰

い
敵
貨
の
幽
閉
瓜
と
し
て
、

aaす
aae・‘

hMうこ
と
で

LaA7・

6 

A
l
i
-

i

;

 

ー



生
活
臓
音
を
在
〈
そ
う

度
身
の
回
り
の

宙
の
チ
ェ
ッ
ク
を

も
つ

を
ち
の
E
t
u
;
z
u

岳
が
で
て
い
ま
す
テ
ν
ピ
ス
テ
レ

ム
奪
の
音
か
り

Z
?
ヨ
ン
の
脅
犬
の

?
肉
J
E
-
-
の
自
E
t

め
げ
て
い
く
と

一
日じ
・う例」りか

の
Z
出
て
い
ま
す
・

里f-
省
空
」
と
t
い
わ
t
れ
固
に
E
u
る
品
端
合
2
が
ふ

aえゐてい姐草
z
す
.

2
3
2
品
E
ず
に
幽
し

て
い
る
告
が
、
聖
人
に
と
J
品

i
i
!
i
 

合
が
め
る
の
で
す
・
2
た
外
か
」
り
家

ι入

f
a
i
tと屡
じ

る
の
に
比
ぺ
て
白
分
の
宇
E
つ

い
て
同
ど
の
〈
E
t
a
-
そ

の
窓
へ
t
J
I
E
雪
E

いこ

i
l
--i
q

5

1
4

3

1

4

Z

2

 

2
9
h
S
い
よ
く
:
高
砂

閉
め
す
る
E
E
自
t
品

置
に
よ
く
号
、

iの
で
す
・
1

う
の
議
員
の

f
i

生
滑
騒
a
E
U

エ
絹
や
趨
m
m
m叫
白
鳴
か

s
i伎

の

j
zいヮ

i

と

き

て

だ

れ

も

が

Z

E

E

-

t

T

は

い

う
ち
ぶ
聖
者
に
な
り
;
の
で
す
・

H
i
iて

i
i
E、

製
鋼
E

I

t

s

-

人

t

り
の
公
共
右
犠
人
に
対
す
る
思
い
や

り

M
t
;
1
5
6

1

L

で

い

品

1

1

ッ

ク

す

る

こ

と

i

i

;

l
i
l
t
tで

い
る
た
め
戸
間
話
に
E
む
か
う

た
脅
で
も
ろ
る
S
E
t
t
-

f
p
i
t
 

t

i

l

t

a

 

ぐ
に
は
5
2
近
所
づ
き
め
い
が

奇
t

2

5

・
耳

1

2

2
p
a
品
今

l
シ
・
ン
が
う
a
z
くい
q

t
t
と
t
c
E
E
気
に
せ

たり

8れ
で

も

z

i

か
っ
た
り
し
ま
す
・

2

2

E

t

-

-

u

 

剛
院
り
伝
ん
で
す
が
何
と
か
し
て
も
z
り

t
t
E主
艦
長
し

Eる

関
係
を
つ
〈
う
で
お
a
g
た
い
も
の
で
す
・

なくそうフン公言日

飼い主が責任を持って

フンの後始末を

厳
疋
、
犬
が
よ
く
一徹
歩
を
す
る
温
路

沿
い
や
家
の
前
広

『え
の
7
J
は
持
ち

娼
q

て
く
だ
省
い
」
と
い
う
よ
う
立
立

て
札
E
る
ご
と
が
あ
;
え
そ
し

て
2

5

5

占
7
y
u
-

-

『え
の
ヲ
ノ
ぐ
り
い
」
と
モ

で

5

1

2

2

t

J

か

?

に

2

1

2

2

J

M

切さ
E

E

・
f
で
み
て
く
ど

さ
い
|
官
官
仙
の
入
量

れ

て

i

t

f

a
始
末

f
往

け
れ
ば
U

勺
は
い
包
ん
て
・

犬
の
ヲ
ン
の
E
2
1
t
め
に

ピ
一T
ル
袋

2

2

5

5

道
具

t

J
歓

e
f
t
-
宣
か

ー
よ
う
に
な
J
E
L
E
並

行

F
Zぃ
f

z

・

f
:
2
5
?
と
し
で
弘

2
の
社
会
主
聞
と
て
て
い
ー

そ
の
状
態

i
L
E
A
l

s名
ん
と
社
会
に
受
砂
入
れ
」
り
れ
か
わ

い
が
5
2
う
飼
い
主
し
つ
け
で

い
か
広
け
れ
ば
5
3
A
・

犬
の
フ
〆
の
E
K
Z
E
ん
と
す

る
ζ

と
ほ

E
鉱
一号
い

2
の

で
U
匂
い
で
し
Ea

う
か
そ
し
て
験

し飼
い
に
し
右
足
ど
の
:
ー
を守

り
、
他
の
人
に
も
か
わ
い
が
司
て
も
り

え
る
よ
う
白
飼
い
方
を
し
た
い
も
の
で

す・

ア



切る.・金C刻、て〉

各伝道特倶明院飽I~j・，æ.重勿の備

会と上醐."での令川村"臨

掛りはる.明以上ー さ

れる瞳方箇会r・の公JlAfI"証どで

定の暖.，量車ると1!I:.d<t.';.t・.IIlt 

….であ，.叩，.，・と

されている.陵@鹿島f、剛健の

公ll
'
U!全て金uふかるた箇釦よる.

4匹岨かるた齢叫醐ん岨

脚 "に自制公園叩Lている.

く闘い合わ曾〉

堀 田 【・37982)

M

か
る
だ
仰
は

知
的
で
ス
リ
リ
ン
グ
な
ゲ
l
ム

S
刻

一回
AT凶
か
る
た
幽
震
後
e
a
t
A
A
?
，

ti釣一二

i
一

!i!iが!!九

例

ι+守代
Hu以

l
の
人

ιも.
い
.
す
Mが
F

Eい

圃
“
が
'
多
〈
、
.
鴨

"μにh陶
.
防
心
符
タ
，

E
iヒ

a
割

Eが

f
t
:弓

Eで

Eui宮iK

Eゐ令
.EtGt?

砂，

ι.'白

Aうヲ
μrh"

ド“h‘公
園
署
h
h
u
R
泊

a-up・
色
て
い

aBLa・
後

esり

字
4

と
い
う
土
の
句
の
・
仰
の
敏
文

i

i

iを

:
i
s
t
a
g
 

。eae--
-
-e‘
.
〈
鳶

r@m・
侠

;
T
A
T
H
 

i
s
s
i
s
s
 

重

度

に

ゆ

tfk・92

1
2
3
tい

て

i

Eti--』

E、
26

約

崎

a-・
色
陵
町
食
渇
合
同
決
.

6
2た
・

5
Eで
す
か
・

2で

hI22n人一'

z
t
a
J
E
7ル

T
i
t
i
z
t
 

ttvtueh《
す
か

5
1
j
F
 

S
れ
あ
銅
山慌
で
す
・

1
1
2
i
E
a
 

号
、
直
に
罪
符
品
勺
こ
の

d

zる
た

;
i
g下

怖に車

E凶

5
聖
書
q
降

1
2《
高
人
舎
が

Z
Eる

よ
4
に
は
り
ま
し

&rz
今
u
q
川
崎
川
七

日

f
-H-ZE--

i
i
A
l
a
s
 

で
開

T
E
A
S
e
-と
‘

う
喜
代

t
n
t
u
D
E

・a

z
tと

い
う

t
J

i
!
i
i
 

s
:
4
4
1
 

し
て
お
〈

E
t
i
-
-

.釦Mm・
号
越
さ
れ
、

『創
れ
る
げ
ど

す
ご
〈

1
1
1
H

2
」
と

A
i
l

-
-i
i
i
 

TZ自
慢
て

L'itEう

で
す
・『且鹿

初

jot-aの
鋼
um
笹
見
る
と

亙
断
さ
れ

ae
が
、
初
心
持
で
も
同
じ

i
i
i
T
 

め
ま
す

-y
s
i
z
R

Eft-グ
で
す

ta

t
s
-
2
2品

言"に

7tEの

E員

え

m
u
い
屠
の
障
さ
に
「
拘
束
が
豪
L

み
で
す
』可

a
aに
緑
の
漂
い
行
人
一

:

し

い

l
i

--つ
つ
ゐ
均

a
e，.

《
鱒
銀
内
る
定
め
ル
ー
ル
己
ミ
J

い
て
v

au約一

-T
t
t、

犯
の
ha
の

ι
?
九
歓
ず
勺
温
仰
が
・
そ
の

仰
ち
札
@

列

に

W
音
信
般
に
也
ぺ
ze-

-
aに
で
取

t
i

l
l
i
z
r
 

z
f
n出
型

れ

て

か

F
の

句
品
み
、

E
い
て
ま
ー
の
句

e-命
令
姐
震
と
・
日
分
で
向
分
の
持
ち
札

S
S
E
E
R
-
"
 

E
E
l
-ゅ
自

土
型
に

F
a
q
g切

れ
れ

ば
倒

L
E
I
-
-っ
t
M

i
l
-
R
H
E
 

ZJも

fzttr・

号
札
が
は
や

L
Lれ
ば
・
8

・
自



剛醐..月に眠 Lた 措 輔のザータルです."人に 漏出

ぃス散ですがd 先生の人間嶋あふれるお蔵敏 行》と水墨自に魅ぜ

られて、細..いあいとや勺ても ます

水墨画の鮭~ IH曜の I'f!<!: . iiと畳と飯 た0'ヒ3つの道関ですが、

色の鴫伎や・..箇ら合わぜで '.'珍生虫れます.r.を"'己

とで、見えは砂 閉'を感じさせることが大切」水・語のB聞の洩8
灘 Lさ"、ζ...か'"ことで..ずる'ところιある，思いま

す@

毎司題"を"ち寄墨と、 究タ，~， r~ ，.置いてくどきも J. .手本

金跡、て〈れキこ とがあま り'.¥ '<ので 覆をかかえる乙ともありま

すが 後かる&生の加率や批"があり、とでも勉強にずみりきず.

初心告でも.'.の色あいを安しんでいるうも、信んだん省げるよ

うに包りまれとにかくー度軒トて叫ぜん九

平線西公民館で柑土曜日午前1鴫ー正午に削 司い...

図書士会
伊一

紹為

佐々 本 向。連絡先

会突彩
子どものζろだれもが創しんだ朱奪三面争中心に棄しんでいます.

発足して1年通'"ばかり 会貝8人の小i!r.φ ータルですが、

時1:"剣t 時hお L ・ぺ り LJ~が b絵を衝いていをす.

4時ι水形闘を'0允と、うわゆで1:'.く、f繍きた〈て」と築審 う

た会眠たら. 、予き こそものの上下"れ と 気棄に難しんでい怠

す.お互い;作品を見 ..勺て批解するのも ー人で編いていて"

暢わえ俗い良さでし aぅ.

昨写1'1:に園行の包ピで作品..隣麿 会貝のnい網lIICI，.り

釜山今年もまたどこかで作担.できれば と勾えてい.す.

絵のお好.伝入、興味のある人、一緒に娼いてみまぜんか.初心

4刊も大丈夫.，まずl瑚 随時こ"叩'.

毎週蕗k公民"で毎月期 2.4;t;:晒日午前9時半~正午ーに集'"てい

ます(野外の樋合..め.す，.

@ (j) ⑧ 

智弁 (0011&)

寸
宙
」

私の好き怠怠

ができました

演劇サークル

「集」

演劇 一闘す，ありゆる分'撃を Fびます.. 

方電皇の人特に歓迎 観たL人演じ允い人

どんどん，細Lでくださ， '. 

“刈112• ~日曜日作前 8助手

~正午

小鵬(.創刊"

;永井 畑 刷。}

時世則公岨

麿〉

くところ〉

く周い制〉

〈と

纏
ヲ
+
J

著

角
川
・
82

a 

， • 
E
こ
の

mtで
わ
が
子
ほ
可

安
い
@
わ
が
子
ほ
ど
語
い
も
の
は
は

い・

3
2。
で
や
り
た
ー
ほ
ど
可

愛
い

E
H
o
i
-

2
1に
身

2
1
5
2よ

う
に

つ
り
い
も
ん
だ
・

f
て

言

-
の
よ
う
に
死
惚
れ
て
は
I

」

明
治
の
初
め
秋
附
の
貧
し
、
民
家

下
位
ま
れ
た
を
キ
は

O
U偶
b
L
の
た

め
4
」
慢
で
鱗
婚
し
ま
し
た
園
だ
が
、

空
し
は
な
か
な
か
棄
に
な
手
、
家

?

い

に

守

aq--て
い
ま

し
た
二

ハ十
織
の

s
a
l

t
s慌

に

5
2〈
恋
し
い

r
s
iす

e
tて
警

は

京
肢
を
信
仰
す
る

」
と
に
よ

勺
て、

e

t
i
-
-た

@

あ
富
は
、
小
畿

r
E書
一

の

ei--人生
高

司れ
で

L
E
e

基絡先

絢

通

秒、

f 盤
町
個
混
同



市
政
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

市
で
は
、

E
Z
Lよ
る

「

E
z
f」

マ
マ
さ
ん
特
派
員
」
「
泊
費
者

を
品
タ
l
』
『
観
光
ア
V
4
i
イ

了
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

E

LF-
市
政
モ
=
ヲ
l

自の

E
t
i

-
径
百
や
富
貴
行
政
に
反

E
映
さ

2
2民
協
力

L
E

E
R
-
-

ー
l
h

【仕
・・
の
内
容
】
⑥
市
の
丈
婁

相
告

③
市
政5

2
R書
ド

Fd

【人
敏
賓
絡
】

市
内
信
佳
の

語
以
上
の
人
お
人

-E
L

at-自、
E

の
岡
家
迫
力
公

Eと
過
去

タ
1
u
E

警を

F
・

【怪
棚
】
誓
嘱
の
H
a
勺
ギ
暖

年i
".‘ 

年 F11買f
fiiiE} 

を
肴
血
し
選
脅
し
e
g
す
・

マ
マ
さ
ん
特
派
圃

主
掴
の

U
で
市
の
縮
緬
簸
't

取
“
"
し
て
も
り
い
、
「
し
み
ん

2
2の
E
T
L
S

Laze--

【

1
2「

し
み
ん
だ

t』
の
?
?
さ
ん
ー
と

し
て

E
E
Z
E
E

の
レ
ポ
ー
ト
.

【
人
取
賀
備
】

市
内
佐
佐
の

ω健
室
で
の

K
M
T
A
3

【起居期
】
寮
‘
の
日
か
」
り
平
成

6
T
2
2
1
 

【応
事
方
援
】
伎
頭
、
氏
名

高

i
;
:

ん
特
派
“
、

6
.，
動
餌
《
蜘

7
f
i
t・

い

て

3
2日
ま
で
に
塁
で

i
i・

多
い

1
2
8
2
L
 

て
望
し
ま
す

消
費
者
モ
ニ
ヲ
l

市
内
の
生
活
開
通
物
資
の

u-

E
白

書

:

品

の
実
'
を
抱
擁
し
、
市
民
の

m

l
i
E
t
 

i
f
Eと

し
て

面

し

て

E
い
ま
す

E--の
肉

E
m宅
福
格

に
つ
い
て
の
調
盆
報
告
③

情
礎
持
問
困
層
に
関
す
る
怠
見

要
舗
は
ど
の
緑
化

n'淵
貴
生

活
に
関
す
る
ア
ン
今
』
俳
へ
の

同
省
⑥
市
が
依
領
す
る
符
種

言

へ

の

里

Eぴ
会
合
へ

の
幽
席

【
費
繍
】

①士
市
内
在
住
の
涜
初

厳
以
上
“お

a
k掲
の

女

性

⑧

mm有
問
姐
に
裾
ー、
関
心
の
あ

f
⑤
日
常
の

g
i

f
t
f
⑥

2
2
 

す

i
!
?

i
富
の
官
公
庁
の
を
ユ

タ
ー
の
・
ι
摩
ね
る
?
泌
の
匂

t
入
園

【
人
微
】

紛
人
・

【径
楓
】

2
1
t
E

4
1
2
1・

【応
暮
方
途
】
同
ゆ
が
き
に
伐
冊
、

2
1
u
E
q
 

S
の

Z
Sいて
、

3
月

l
i
l
t-

f
1
2
・?と

を

占

し

て

理

主

え

観
光
戸
ド
パ
イ
ザ

ziaに
つ
い

て

量

見

令

官

主

め

よ

1
1損

し
よ
う
と

Zし
ま
す
・

【位
置
・
の
内
容
M

市
の
偏
光
金

翌
つ
い
て
の

E
や
耳

【人

験

賓
格】

市
内
に
僻
住

:

哲

雪

上

の

男

女

各

5

人
・
た
犯
し
公
共
同
体
の
畿

会
繊

M
Eの
悶
宮
地
方

公
務

Ma手

ド

パ

イ

ザ

1

an
検
事
告
を
陣
く
・

【俸
制
】
寄
輔
の
H
a
ら
平
岐

6
年
3
月
別
H
ま
で

E
2
2
5望

号

語

、

Z
2

・

i
i
a
 

sい
て

1日
ま
で
に

i
F-i 

信

号

パスポ トの手続きは

奈良ファミリーで

皆目トペIl!>ト盟国Iill!ll"l'甲;:?'t=;:?$<í1~
脚本交通肘酬開院が;，， -~'"ルト叫世についての酬を

標め 着剤噂の向上を"かるために実緒しています.術還?各司賞品も当

たりますe

「一〈山 .>

] 山間L..l::t8の岬i捕さ"0叫の高下期〈時

l趨ω固でM尚~14皿、時過.... でl摘 さ，"0とスピ ド"唱すごとに

引も飛躍的に相叫廿.'〆→山川この隅をやわ刊

lて〈れる大切立輔誌のです.

問"崎趨I似 Mで聞広般に衝尽したときの衝."高さ何，-，ルかりの

調書トに等しもでしaうか.

m Wo ⑧ "0 

干。

前川聞かりバスポートの

..交付事."つぎのと.り奈良

ヲv ミリ -，附県'債券集積萌で行

、ています.斬でl判事 肝

行，でいませんのでご佳耳障〈ださ

い.
〈と

，"0 

そ
歯
車動

宥
自

省
在

非
現

ト
来

・

ル
月
す

べ

U
で

↓
州
制

ゾ
成

m

が
平
者

側

atr

a
表
ん

釣
の
ぺ

ち
下
ト

一
の
す

uv

一
死

重
別

一
故
い
曙

一
帯
て
銅

何
帥
叫

〉
献
が

8

2
・
東
荷
姥

ト
の
む
敵

Y
J

事
は
，

K

動
く
中

く
白
多
事

「
同
川

⑧ 

き〉月~金曙困午前g・.-
午後5時

〈ところ〉県線券事'所〈西大専

東開11='-'闘奈良O.ミ

lト 5階富山〉

.たバスポートテレヲ~ "'"ー

ピス(雷叩もfj.，でいH
oでご嗣刊さい.

岡"平成4毎日JIA.:袈(I<DùI跡事乗車中 γ ー酔ペル~JI'''1Ilの交a事故

lt-t.健放の令官ら凶-24.111:の宕lfI:約何"で"ろかー
① 2割② 4割⑧ 6割。..，コースー電子プ，タヅレーャ一、 Bヨースーマル.ヂィスクプ

レ←1"-， c:t-̂ _，'ーソナルカラーザレピ0"方訟はが@に住所、氏名年歯性別、喰豪、‘盤.句タ"て

の脊え 希望め賞品コースを嘗いて、 4月"日穫でに岡箇.rνートペル

トクイズJ'係 {苧刷醐 醐回前3←2(-2Q) '̂. ~制時拠
隠九百の間t， t.， -CftA I!ぜていただきます.



明宮守也 市誼所間4-1111伐 珊二川団} 圃

同両手口座踏で
. ".制 ・*制金にワいてu、

叫ん'"閥抗』酬肘 酬 され

ていると思い盛すが、 例入の市 眼民

" ，.温徴収分〉と脈経:11'厳様鶴 市

計両視 健日動説慢についても み匂

さん"到.から口.・・で"のるζと

がで..す.

口融"ですふ叫わざ酬ご と

10$官軒高ゃ・ M・周1忠盛運ばは〈て

も ロa・・・7・‘'Hた月の聖ijU
，.，:納棚倉代るも帥り白酬に眺

めりれ虫ず.佐ιい入..，芝@ζとが

多い人I:Uftl:fJ!何です.

たRざし 納悶臓の温.ている場合に

ついてltnl"l語"がで..・eんので、

.手足の納"・で納めて下d¥'. 

交通災害共済に加入を

万一に備えて

火災共済 • 
いず叫制市に住んでいて住民叫 .1:; 11外臥 叫 告している人

'. ..だれでも加入廿H .
Hドレ掛u市酬融制， ヒ " 州 制 適 胴~

..終演見a・・....隆

一一一町
一I~"-阿… 6liPI 

火災共済 け也・1ロ〉

O相m.レ... 帰踊

I，tU:Vl融 II蜘 I>o..岨 ・
慣 で … と 幽 酔 ' "断

で使問Lている即憶をご鱒，のろえ、

申し込んで《どさい.u崎仮谷依恒・p
，，.刷機篠崎叫酬 の窓口

に.・してい事す.

.・，.抑..害関

.... 市内の・" 信用盆風"_.*. .鯛.倉 庫.也

. . ，i・e
..預金書・預金 ・，...割R・

空通災害爽漬 け人1口}

.，. ・
a
g

塵
で
食

ロ
の
預

...・
12月-a村

崎
《
唇
費
ゐ
丘
一ハ
r自
v

一
千
円
円
V
小
川
副
WF
《
欄
政

E
t
w
i
t
 

--内
ε4プ
，
.
A

町
v
m
h

Mリ
ん
マ
側
ペ
ル
ヨ
余
白
陶
H

.

.

 
【

4
M
a
r
h
M》
幽

m
V中

川
知

fz
・27
5

千
円
マ
仲
待
千
代

一郎
《
倍

場
山
南
四
丁
白
〕
-
万
内
マ

丸
谷

--m《住
芝
町》
ι
7
一
万

t
i
;
E
 

側
土
ふ
.. 《両
入
命
鷹
町
一
一
-

目
】
岡
千
刊
百
六

?

"
"
v

i
-
-
u
v
 

i
R
:
a
 

A
迫
町
》
一
九

H
肉

円
V
宵
舗
剖

Z
Z副首
町
》

h
T阿

i
i
z-

同
(
両
大
寺
‘

E
町
-
了
H
V

2
両

Z
専
品
小

z
i
=
 

危
一百】

7
h同

Z

L
e
J
Z
E押
f

p
t
f門

マ
社
会

.
祉
関
体
ゐ
〈
穆
う
A
S
【
人

出
眠

g
i
z--

R
i
H八

十
内

マ

・
嶋
会
段
問
主
民主
又
範
【
納
岡

市
V

五

万

円

マ

踊
特
n
E
a覇

Ai--i 

!
?
i
g
 

岡

-H
↑
字
人
O
K何
マ

?
!
 

t
r
H
T八
円

マ

飾
美
・
M
m
M
凶
作
d
m
g
横
比
陣
織

会

一
万
阿
千
五
前
十
関
門

v-af'Jタ
ク
，
プ
事
ー
‘

サ
マ
佐
川
型
〔
主

因子

息
一
白

Z
事
2

5
2
7
31
1
 

プ

-
h開

Y
R九
十
品

i

sE
L
 

S
E
-
R
E
 

:
!
1
 

1
1
2
1
 

i
マ

f
i
h

zrz里

会

一
方

i

i盈

手
E
T
U
》干門
V

E《

E
E
l

--6守.，
d
ペ
ヲ
ド
マ
・

2

・aE九
千
円

v-mmr長
内
抗
極
安
尽
円
1
h
u

一
万

阿

マ
ι
AW
伐
川
@
隊
A

Z嶋
Z
E開
1
H】
む

子
L
Y
五
阿

V
側
今
小
・
閉
鎖
崎

A

押
上
町
v

一
万
二
干
七

h

阿

草

緑
地
届

入

会

長

万
開

T
八
百
十

ハ
円
マ
余
良

市

-a
凶
M

句
人
・

f
h
附

喜
平《
首
里

+

i
:
1
j
 

i
l
t

十

高

官

一万

骨

占

Z
I
R安

Z
R
E
E二
了
日

九
千
百
六
+
阿
円
マ
富
市
鐘
境

摘
発
積

一
事
号
所
側
幽
照
会
す

万
円

VH
IE
-
p

・a-mu問
ル

八

干

L
E
6

阿
十
ト
内
情

v-
m化
予
併
‘

組
合
会
嵐
広
場
支
M
B

，ae

，
，
タ
ス

" 



l 市酬明~alD冊 子間二献冊目 ~粛軍
固
定
資
産
眼
視
省
帽
の
厳
粛

2
1
8
E
 

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
行
い
ま
す
・

1
i
iし

て

い
る
人
は
、
期
間
中
に
お
確
か

め
〈
M

た
さ
い
・

2
f
i
a
 

t、
代

理

人

の

雪

量

!
l
g
 

?

わ

し

く

は

i

庫
副

a
B
ミ

ム

-
E
7
3
月
1
悶
凶

s
m臼

側
与
前
9
崎
正
牛
後
5
時
(
土

日
目
品
4

Zこ

る

i
z
?
?

会
議
室

定
車
曹
手
綱
パ
ス
価
値
"-m車自慢

港
人
入
浴
血
曹
が
賓
わ
り
ま
す

ー

?
i
z

f
g人
入
誌
が

J
月

こん怠ときには

水道局へ連絡を
ζれかりの季節転入伝幽はどで引令

舗しが」えて8蛮T.その時に"いろいろ

な手続Sが必要ですが 水温届への予畿e
もっ.のような場合に"忘れずに電話で連

絡して〈ださい.

1
日
か
り
斬
し
〈
切
り
か
わ
り

愛
す
・

断
L
い

Z
E
fあて

2
2
E
R
a
z
z
 

i
-
-
6
 

日
待
費

E
T引
き
か

え
て
〈
だ
さ
い
・

断
し
い
隼
人
人
事
は

3

n
i
l
-里

褐
鍾
咽
幌
、
符
山
凶
警
備
。
毒
機
tm

で
支
持
し
ま
す
・

〈
わ
し
〈
は

電
話
、

zz" 

良
事
介
入
・
カ
出
彊

無
料
相
級
所
の
凋
股

側副
m・
力
関
迫
歓
県
民
セ
ン

;
i
f
 

受
げ
允
旬
、
白
凶
り
の
人
の
ム
に

t
f
i
e
f
 

に
よ
る
宮

i
aの

よ
う
に
討
し
v
g
e'圃

唱し〈腕彊てたり"喝して咽を

ご蟹調巳Zまるとき

。腕取り肌間引唱し怠どで哨

¢湿周をゆム土写るとき

。置周.南青置の番"がかねるとき

。復期巳わ2きって.遣をご~I司巳GõGい

とき

企
aE7
3
月
刊
日
幽
午
前
同

?
S
A
I
S
 

候
文
化
会
館
(
堂
入
白崎町

宮

@
8
9
2
1
v
 

i
l
i
 

stり
の
人
員
セ
ン
タ
ー

z
z
t
L
4
2
 

会
館
4

・m
曾

@
8
3
7
4
V

へ

S
2
5
2く
5
ぃ
.

2
u
E
Z
 

険
適
な
住
い
遺
り
に

住
宅
無
料
相
陵
会

s
i
n目
軍
制
8

陸
時
“
何
分
近
厳
令
良
山駅
出
殉

v

g
zで
耳
目

キ
ヲ
A

ヲ
ン
等
ぷ
刷
h
a
y
あ
シ
・
ー

ル
ム
見
猶
予
、

制
値観会

V
定

員

中
学
生
以
上
初
人

v
e

し
込
み

ι

電
語
で
甥
謹
厳
会
会

事量
m
Em
h
g
@
2
5
3
0
】
へ
・

ζのような渇合" 市水温局制禽寝 〈様

車守町 曾."旬)へ 西大寺町以西上手西

岡嗣(酬盟問醐411)ヘ，-
4目前までに進絡Lてく fゴさい.

虚絡の康!:!t， r水道ご使周.置のお知

.:，;tJ :l!::!:I r岨階酬・Jに書いて

M 酬持け柑Jl'a>Tl幽て〈だ

さい.

むお水道の使用を中止される場合は、

相 胴 中 止1手続きとともに柑惜の暢

，をお刷、."す.

市
民
・
聞
の

入
械
者
を
・
・
し
ま
す

Z
E
E
一T
して

z
iが

開
設
し
て
い
る

「市
民
民
闇
L

の
笠

a
s
k函
入

m宥
を
つ
ぎ
の
よ
う
が
募
集
し

aa--
受
麿
区
画
枚
篠
増
以
7
K

!
?
5
i
 

矧
培
区
i
u民
高
司
耐
配
身
地
区

5
阪
両

T
H品
望
ガ

ヒ
マ

Z
自

1
1

日
t
来
平
S
H幼
日
マ
"
象

R
E
t
-E
 

-民
軍
1
万
円

Eし
込

?
S
F
E住
所

長

i
E
R
j
j
 

z
t
fて
3

月日

;
i
 

倉
市
由
民
・
園
優

《亨
醐
船
木
町

一
八
五

n?
0
3
1
1

f場
合

信

号

シ
ル
パ
人
材
セ
ン
タ
で

包
7
・
同
凶
弾
み
の
刃
物
研
ae

iシ
ル
バ
ー

E

u
h
-
-ル主

t
i
z片
岡
で
型

て

い

る

喜

川

平

i

zc品
は
不
可
)
の

!
!
 

て
い
き
ず
・

と
塵
毎
週
月
曜
日
午
前
附

守
草
花
書
官
民

み
V

マ
と
こ
る
7

4
巾
シ
ル
バ

人
"
セ
ン
タ
ー

《一
空

自

-
E
7コ
己

高

・
;;

包
丁
師
円
、
は
さ
み
脳
同
刃

こ
ぼ
れ

Mm
の
取
り
繕
え
ば
山
央

省
マ
問
い
合
わ
旬

開
セ
ン

タ
ー
《
宮
@
4
0
0
4
レ
ヘ
・

青
年
ふ
れ
あ
い
大
会

脅

Z
E
T健
常
草

ク
ラ
フ
ι
P
や
ゲ
l
t白
を
過
し
て

高

品

tの
で
す
・

s
iuR周年目

時

h
q後
3
時

マ

企
こ
る

総
合
量
管
ン
タ

15五

Ev
i
te
 

A
aの里
f
E
Z

T
Eし
ま

は
が
き

に
伐
断
、
氏
名
、
写
・
1

・
醤

君
、
書
の
有
無
毒
、
て

3

品目

T
E
E

-
胃
少
年
鍵
へ
・

輯
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

i
=l-

i
i
 

lt; 

Zみ
2
1
2
4パ

ル

!

品

i

m嶋
崎
分
上
映
陶
飴
マ
よ
険

E
L
i
i
l
J
 

の
円
険
」
《
?
品

メ

加
分
V

マ
ωm-R7
市
住
住
の
心
身
障
省

F
2
2
 

i
と

si
n
e

主
a
q
u

・2E毎

月
第
l
H
曜
U
午
後
1
防
学
i

s草
・
火

習

の

f
y

mよ
岨
日
午
前

ω
?正
午

i
i
i
 

省
豊
島
人
事
い
質
問
ほ

嫡
週
)
マ
受
嶋
科

無
斜
・

自
慢
は
臼
己
負
担

現
代
作
倉

《
マ
テ
l
v
微
量

S
A
主
年
3
月
の

毎
月
干

高

早

干

草

i
時
半

Z
g
i

縄
県

i
zl

uと
マ

定
良

市
住
住
の
心

身

隊

害

鈎

入

管

理

は

繍
還
v

v

z実
慢
"

・慣例・

た
だ
し
鏡
子
代
が
毎
月
岡
内

申
告

vui住
所
、

反
省
1

U

平・
1

‘
話
・
冊
目
吋
川
、
聞

衡
の
槽
捌
h

m

何度
1

映
・
ヲ

孟

2
4
2
5警
の

a

i敏
鴨

Z
Z
Eの

習
を
需
い
て

i
m固
ま

で
ト
関
与
で
ン
タ

ヘ
〈
電
話
、

吋
三

" 

西
章
容
の
軍

i
一

i

司

M
-
ω
3
1
g
'

i
??
 

月
7
日
側
午
前
回
時
か
り
マ

車

市万

2
7
2

2合
会
か
り
の

ze

雪

白
岡
宮
古
人
は
自
由

に
ご
覧
に
借
れ
ま
す
・



間~品市役所時m咋〒回二H酬了包11 一一一-
思剛
平
福
位
セ
ジ
タ

「園
町
と
子
の
寂
」

Z
草
き
ま
ム
面

包

U
2
5
5
2

-
慣
@
・
旬
『
昼
胃
と
字
の
絃
-

F

s

i
凶

M
凶

Wy--臨時
岡

r
，l鍋ぺ

尚
人
鎗
将
マ
温
π-eaπ

縛
戸

市

e
q
-
-
3
・

喝

fE7vz

i
i
z
i
 

A

賓
齢
政
金
ま
で
V

マ
-Rm

q
s
i
i
 

Eしま
Eで

住
所
、

母
と
予
の
民
笥
学
修
と

e-R

1
i
S
H
e
-

岡

-zν'ーへ・j;! 
ワ
ー
プ
ロ
敏
宣

《初
心
省
V

と
・

7@‘月
eE46n

l
E
i
i
 

T
a事

tfHS

4
T
n
a
H
i品目

i
u
!
?
 

・草

t
M
m
n
s
i

ne-郁〈》
・各S
困

マ

定

員

i
s
f

符
同
人
マ
受
寓
斜

3τ
醐

阿

VE
!
n
a

3
3
2
asv 

企

'@4n7HS6刈

i
i
i
 

:
-
f
i
s
t陣

《
》
⑧

4
R
9図
iyEM--闘

の

1
4
6

8

時
±
・
品
目
を
守
》
・

各

S
M
マ
芝
良

市

α住
e

a鋤
の
鋤
勿
S
M合
同
人
拘
V

安

官

4
W
EE

B
E
Z
M
d
A
M
 

R
 A-しま

vszt

E
笥
買
語
、

E

;
i
i
 

締
め
切
り
日
ま
で
に
必
習
で
開

智
ン
，
P
へ
-
uuvei般
に

1
人

--t

・0Mm司

初

0
・
の
定
め
の

ポ
ヲ
ン
忌
テ
イ
芦
ス
ク
ー
ル

4
8日
品

21

崎

ι
S崎
噂
と
鈴
困
湖
筏
悶

-a午
簡
凶
崎

3
午
後

3
時

z
i
Z公
民
館
内
上

コ

t
i
-

-
E
Z員
心
の

t

人飴
W
I
A
V
肉

--d，d
d

，4

i
8
t
f
 

"zggEhS 

5
3
2
1
 

2
2
2
2
2
 

1

1

i

 

EEi
 

《
市
役
威
内
V

ヘ
・
喝
話
Ae
d
a-

-
歪
鱒
デ
ザ
イ
ン
筒
舎
が

マ
イ
ワ
ー
ク
・
腐
を
開
帽

Z
B空
白
い
舎
、

!
?
=
 ミヱパイク・経自動車駒一

瞬 岬 削 ~~寄唱S
・..・111UI回 e軍司~I'="' 'f? '. 

白.動崎a‘肱亀.. をk州一噌、τい4るs入 1:，“ ... 健瞳白.

a単艇脚醐=事'

鎌しでい4‘‘入で . .  祖盛陣"'屯‘，で2実健
'際.巳開所厨4街守cていuい人tはs、"川j'巾'併g色巳ニ蘭

.豚の1手，.度.. 畢し司τ'"佐宝，‘い、、. 
拍 手 刷e凶川崎同・

""に・0・・艇が鋸瞬きれます@

で恩めに (311-"u.n...~.に..

L率引惜H ・U tt"C (尚‘・・匝皐"'の・..ほう.の，.りで
す.

.刷・a閥、眠時以Fの吋タ

." : ...."ー>elJ叩臼刷〈剛
健以ト>...1fr!iJ昭市民園陸慣

.‘周厚手・‘・にIJ. .，.のもの.仰
.して<r.' I!¥ ' • 

. 惨本書ー..Ol.. ータシバープ

ドト闘訓四・岨曹の.・，.....温泉の咽・・a交付値明...鋪脅の組・."温，.
a・蝿酬歳〈闘時制

.縄問司胸単〈・・ ・・ ・署西0>・..車.蓋・a・・..摘粛 《綱京鈴町

ニ 了U n02()li) 

.二舗の小m・*<12$<><岳嵯える e

イタ〉輔副帥《帥刷工

7日・0・・'"
えよ.旬、他市町"かも色人8れ食λ U、

それぞ柑軒酬に聞も働省叫、

岨tI'!I!.ttIi.1!叫刷笹山〈

Zささい.

原動値付臼弘. 小鴨特.自動車の

畳・..，略取.の.敏感.W.'"です.え

だL ・.'l- ~bしたり、失 ー， 先場合

".交付"敵附則'!&<~降'ーです.

，
句
、
，
腿
で
e
，.

s
i
n
u
H
ω
A
u
 

伺
@
守
備
'
崎

t
午
後

S
随
時

A
惜

au咽
U
休
み
、

uuuq

干

E
s
r
i

a
l
-望
号

町》

V
，

マ

作
品
腿

a

E
2
a
H
S
と
空
で

ご土、

E回

目

「

E

i
f
-

-』
V

闘い
宮
?岡

23
!
=.
 

入
力
車
で
忽
ら
彦
ち
を

値
慢
し
彦
曾
ん
か

!
?
ら
を
ち

の
睡
由
史
と
食
住
J
0

・
れ
て
も

L

U
う
と
厨
・
2
e
'・

;
u
E
1
8
 

"
t
a
l
i
 

-
;
i
 

z
i
 

zsi 

両
府
で
醐
人

sgに

E
の
日
時
望

号
令
官

-
Z
E

-
-
ゆ
舎
・
腎
い
て
、

3
月
山

Haz

zEEi
=
 

，“町
J
八

曾
り

1
8
2
0》

へ
-
f
Z
U
2

自
然

a-黙と

鹿
野
首
専
を
禽
べ
る
会

.雪主'
iz;の

t?
よ

fi
令

2
に
?

す丈
.
.
 ?Fで
昔
〈
必

2書tい.

s
t
H
?
 

"‘包帯樋・*飴
τ。
幡
隆
齢
-
m
A
U

z
:
i
i館

町
、
-
思
鼠
桜
町
安
岬
干
減
班
公
民
箇

喜
望
ハ
T
U〕
乏
で
畠

ps、

企
れ
た
野

f
aし
1

マ
主
省
調
理
山
町
集
.
像
、
，

Jag宮
司
レ
ン
ゲ
の
"
の
a
b

E
e
i
r
'
 

H
i
i
 

人
人
《
中
学
件
以
上
》
明
川
、

小
写
生
蜘

R
i
m見
掛
門
マ

-
a
z
t
E
 

i
a
?
 

グ
ル
ー
プ

eaZ旗
色

E
に

・23
n官
事
で
に
聞

包・・-m支
‘
《
守
醐
診
車
町

一
七
士
ハ
-u
@
0
0
0
・》へ
・

察
局
修
陣
容
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

i
z品
罰
金

問

i
i
l
i

t
T
1
2
2
へ

の
酬
嗣
週，
g
の
灘
崎
も
か
ね
た

+
A
舎
で
す
・

S
と
ヲ
』
号
車
・
7
l

，
孟
リ
『

省

a-月お
回
同

ab

s
i
t
-
a
 

f
s
n官
官

R
E

f・
i
Hsn

m函
闘

-wa司
原
公
鰍
陣

TMa

g
i
i間
在
で

身
体
剛
・

2
7

・
t
y
a
x
げ
た
施

!
i
s
 

i
i
 

T
品
H
S
E員
、

利
周
し
て
く
だ
さ
い

寧
篠
児
竃
セ
ン
タ
ー

平
檀
児
童
セ
ン
，
《
社
会

副
補
櫨
訟
人
玄
山
、

aa也
玄
縄
問
。

が
雌
予
感

5
修
占
風
の
子
ど
も
会

@ι
腕
日
、
比
停
会
晶
侭
符
品
開
隊
等
の
野

i
i
i
 

"
を
行
令
て
い
e
B
す・

T
S
f
;
i
 

縛
凶

M
S買
に
陶
勝
、・

t

v
プ
a
・
。
湖
嚇
方

ua命

1
ル

SIlu--て

t32e監
T完

・
し
て
い
ま
す
・!

i〈

t

h
Tン
タ

li

-
a?
1
i
 

i
に

1
2
7

M
Sい
・

日



何
ミ
リ
臨
写
筏
師

聾
成
措
置
室

S
S
M
m
品
E
g

《
午
後

5
E

3
月
初《上

マ
定
員

市
復
位

、

か

で

多
い
場
合

i

mx
相
続
霊
毘
の
無
料
相
般

司

法

脅

主

が

つ

Eと

-回・・・・・予ども会大会
臼自認箇箇電

と

aEτ
3
同
月
凶
臼

ω午
後

l

?
3時
半

Z
一
害
保

文
仕
金
一
瞬
《
笠
大
崎
町
》
マ

内容
器
員
不
動
寝

:
iに

凋
す
る

E

V
闘
い

t
if

-
--務
局
《
宮
@
6
6
7
7
v

へ・中
央
公
民
館

F1E書
一
一
=T
園

司

E
'
謁

6
5
0
8

!i!ii 
iiif; 

繍9害児童館 て子ども金大会実行委'賞金の主催

で 胸はーョて栂;与を揺れる Fどもに .テーマ
に f子とも金大金」を行い，す.仲間づくりの

附.，地問でい同聞の叩み

ん包で発hC 子ども向上の愛掩会環めようと

聞くものです.多〈の人噌加を待合ていH .
と き 問"日間午前9時半~午後四

と乙る 8・9争兇童館(横井町337-2 官。0307-03(2)
粗削 伽醐 プラ 《滑 り忽 ど

の道ぴのコー 'f'-， 7""タo.〆砂

チロ パナナゾ J‘-0ぇ"抑制.. 叫

ヨーナー創 .‘ージカル合唱"

どの学習受J際会

g 内

金、

7
，
ン
グ

1
2犬
、
日

然
の

p
i
z
z

a
2
1
7ン
パ
ン
マ
ン

奇
い

E
I
Eし
込

み
人
考
古
需
品
、

登首興
立
丘
開
ハA
民
鑓

I
L
S
-一一
一

町‘，U
6
3
ヲ
5

i
と?"

“
日
樹
件
前

9
崎
幸
{
日
比
時
平

E
R
i
人

V
T

i
i
?
 

を
退
る
た
め
に
」

鍋
賞
美
氏

言

2
4
2
v
v

T
2
2
T
An
 

ま
で
に
民
館
三

武

道

、

座

禅

、

薬

・

華

道

教

室

Z
E
l
l
 

f
;曜

日
の
午
後

5
時

L
6時
・
小
学

Z
M写
生

(11naき
Y
E

心
街
ぬ
人

鯛
量
一
般
敏
・・

4
月
5
日

か

ゆ

旬

週

月

火

本

金

曜

日
の

a
A
i崎
、
釘
度

見
入

震
温

e

・4
n
e日
か
」
'

毎
週
火
本
自
曜
日
の
午
後
5
時

半

i
q土
曜

日

2
2

時
3
3時
学
・
小
学
2
年
金

リサイクルツ戸ー

ω合

1
1
H
aき

ま
で
の
人
掲
人

2
2
2
①

A
6
 

"
か
り
鯵
事
火
曜
回
の
午
前
山

崎
も
正
午

-
m催
眠
草
で
の
成
人

ω人
⑧

4
M
n
3
u
か
り
毎
週

末

土

曜

日
の
午
後
2
持

ts

時
‘
小
ム
字
2
年
盆

A
4
n
l臼

現
在
か
り
図
像
ま
で
の
入
山

人
や
U
引
級

車
(
也
罷
轟
監
匹

aV4

9
u
t
iの

午

後
2
時
1
2時
邑
高
齢
U
3年
生

(
4
R
I
日
現

avか
勺
駒
血
臨

ま
で
の
早
川
人

5
2
1
4
H
t
 

f
T
E
A
S
8
 

1
i
I
l
E
a
 

i
i
t人

i
i
t
 

f曜
日
午
後

S
?

か
り
あ
畿 同 'J..，-1夕日ン，←〈欧側市) アル

ミ信回収"淘(神戸市)を凡干しH.見学

叫してごみ帽の雌性重要断れ

て， eさい.

定員

.し込ゐ

" 

3月一日師団集

合)-午後6崎ごろ解散予定

悔.'，..，イタルセ yタ 〈吹悶市)

ー.，.J¥-!缶回収工場〈棚戸市)→術

号Iハープ樹

命在住の小つ"年金以上の'"人

"復"叫に{主扇町制酬 に

も)， tn: (1'陵1，)性別電係書

号を曾いて 3 il12日〈情印H鋤)

玄でに判断企..構隈 {平岡1左成五

T臼2 n1T300l)叫がき l枚

に"'仇訊暢合i地也事加は

鰻料.昼食"周'"す.

さ

コース

， 
2
2
11E
g
 

以

上

高

普

賢

叢
這
般
車
(
・
・
2γ

家
v
a
-

-ti"の
午

後
1
嶋
1

4
時
開
怠
ま
で
の

入
凶
人-豊

富〔作品

4

1
1
2
・E午

後
1
時
L
4時
・
踊

aま
で
の

人
M

何
人

〈

OB
i
u
Eに

高

2
2
2
E

与
止

S

Z
電

E
q
霊
堂
針
金
書
い

て
3
月
初
日
ez
で
に
必
穏
で
'm

-
量
復
興
会
《
干
間
法
趣
町
一

基ニ宮
室
長
車
内

?
l
i
、
.
5

U
各
般
室

3
カ
月
で
tr
醐
円

五
百

E
S
E
E
-

;
!
i
-

が
必
電
多
量

2
2

市
民
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

7
2箇
会
が
つ
ぎ
の
企

お
り
開
e
a
a
す
・

と

-e
?
3
月
鈎
目

ω
幻
自

国
・
伺
必
日
闘
の
年
前
9
崎

t
午

:
z
i
p-

i
E
V
E
-

E
草

p
i

以
上
の
入
国
人
マ
蔓
・
向
i

一
般

a予

1
1
2

7
門

V
O
し
詰

-E
U

Zに
住
所

2

=

3
7
2経理敵

所
属

i
iい

て

3n

u
Eで
に
必
著
書
館
盆

さ
ん
〔
守
師
"
型
工

H-R

5
ヘ

多

い

z
i



宣宣車日世所醐m附 手阻ニ祭大酔了目ト1 一一一」
中
央
体
育
館
関
滋
図

t
riー

宮
旦

s
n凶
M
凶
年
企

R
I

崎
r
1
・
嶋R-園

】
J
n
v
t
y白
p
y

出
思
学
政
は
ど
の
タ
'
7僻
樋
M
凶

で
・
a
g
ぜ
ん
・
体
衡
鎗

ν
s

Z
宇
盟
主
〈
Z
ぃ
.

2
2
2
u
Z
L
7
 

だ
さ
い
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
集
い

学
陰
湿
E
H簡
に
awい
-m
二

τ曜
臼
に
施
・
£宮
崎
凶
岡
鼠

L

設
の
よ
う
に
付
い
草
す
・

企

'
7
3
H
U
目
出
午
前
・

1
t
z一事
;;

雨
央
体
禽

M
A盆
逼
町

v
v

"
・思

小
学
生
マ
肉・・?
初

9
的
思
純
益
喝

旬
鳳
忽
ゲ

p
h

z
ai--i 

一時

?
E
aヘ
ー

の
他
了一
体
禽
踊

5

4Ae
必

ず

E
L
T
H
E
E

の
め
る
人
は
持
.，
L
て
，、だ
き

ι
 

オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ

指
場
員
・
2
戚
餓
習
会

間
:
次
規
制時
鋳

f

・3

・n以

V
1
2日
v
z

"

3
7
阿
君

E

-
R
鴨
酌
S
千
円
】
マ

-
L
4

み

i
z
t出

t

I
H
-
-鳴

動
期
内

l
冷
掴
后
健
遁

mRn
e

i
f
s
i
 

i
i
 

aR
O
L
-
-育
会

《守
血
-a
av
e

檎
血問
問

I
M
-
-
八
t
ニ

O

一

久
保
繁
樹
氏
気
付

B
@
S
2

9
8
・
午
後
7
時
3
9
・】ムヘ
・

ン
ュ
ニ
ア
体
鍋
敏
室

周.ん..回a
《
申
し
込
み

F
o
h
s

・
・
し
込
み

電
鑑
で

s
n
m

8
2
で
に
市

EE
a

--
包
ン
タ
』
べ
・

気
が
ん
自
己
領
首
遠
回
膏
傘

-auv
ん
陪
が
ん
の
中
で
も
自

分
で
見
た
り
僧

2
2
8

己
険
・
鋒
で
u'
剛
舞
処
が
で
8

3
J
E
L
E
t-

-
と
・

2
M
略
目
側
停
腕
ゆ

随
時
、
日
泊
司
手:

i
r
 

'
l
 

.
“珂
象

"
・
以
上
の
女
性

・
受

-mM円
鴛

斜

-
期
し
込
乱
停

電
a舗で
市
復
Em

偉
.
セ
ン
タ
E

へ・

1
M
M
Z
げ
て
圃
慢
、
暖
緬
騒
の

f
・

富
市
りら
れ
な
い
子
】
@
1
a平副

内
に
ひ
-
E
勺

"A砂
い
れ
ん
v

eお
こ
し
た
ヂ
②
砲

a-a

リ
宏
、
除
L
ん
、
M
M
R

‘

園
風

L
ん
、
ha
た
ふ
〈
か
az

み，，

i
A
i
i
 

て
偽
4
週
間
、
そ
の
他
の
予
防

!
!
 

て
い

R
F
Zし
ん
‘
思

し
ん
・

8
た
ふ
《
か
d

曹
、
ゐ
ず

は
う

1
、

;
4
E

M

哲

E
Z
J
E
-

-
た
;
=

⑥
央
・
停
麹
し
ん
‘
と
ぴ
O
M
F

?

!

て

い
続事賓室

.冊目..，月で闘
として，... でき醐.・a入一間一
一昨日

ごとこ る
日 e曙

ijigs 
oi;iiii 
諦?11;
市

空;:!!i!iiitiiE811!ili
封??iFEiz署j!?;tiii;?-!
?i!;;!iisijjiifii?ii i 
i313tip-diA;ii12?iiisiiiz ERとお】吋さ型車Z量Elis-? R 員

i;1i!:;告でRii;??!iiiiii1ii
EZE可 H 宅 刊 1量竹町品 吋 r 且

を

iiiijiiiRE 
4!ii!i!?ii 
量:B雪.
量
血

協
力

百
さ

O 

じ剣

:
軍
事
ロ
プ
l

i
t
z
B
E
 

た
av
て
い
U
い
子

:
i
s-

際

KM
刷
威
厳

2
5

・

-
伺
い
合
わ
鎗

"
へ・

鑑・..，らし..

崎

417欄



⑫ 

古

代

自

の

字

自

で

は

や

む

-

r
t
 

月
頃
に
吹
く
号
置
と
よ
ん
で

ut

雌
は
和
町
ぐ
、

明

日
り
か
、
朗
り
か
で

大
気

g
r
里

f
f様

箪
本
が
い
や
が
ょ
に
も
凶
え
繁
る
鉱
山
町

処

置

の

倣

嵐

M
E子
t日

Ei殿
凪

iが

高

網

!
町

，を官副風恩-々
勿
Lとζ
吹
い
て
い
る
.
が

a楓.芭

に
品
耐
え

tた

E;み

g
Z
;

血朱不し刀，

eτ、
近
ご
ろ
U
立
ち
凶
じ
め
化

F
L語
M
a切
れ
さ

1
そ

ん
は
町
を
風
凶
凪
々
と
か
ど
う
か
固

い
咋

u色
に
し
へ
町
行
っ
て
し
重っ

た
町
だ
か
ら
草
し
で
も
で
誌
の

集
り
に
包
る
・
後
の
祭
り
に
匂
い
り
ぬ
よ

う

、

在

宅

五

2
里

長

そ

:

話

さ
れ
て
い
る
の
が
-
九
九

八
年
の

i
h昨

年

隠
そ
の
プ
レ
イ
ペ
ン

b
も
値
さ
れ
た
・

こ
う
し

tyド
警

E
q亀

一苦

2
2
2
2ら
ま
包
研
究

と
そ
の
免
町
駅
告
で
江

μ
時

代

東

E戸
町
民
家
い
し
た

z
i聞

の

E
Sと
い
え
る
・

2
2持母
が

そ

れ

よ

t
a
i
-
-

遣
の

tも
ち
ろ
ん

E
の

司

君

!
i
i
 

士

事

g
a
Zに
入
混
と
い

今ハ
象
小
掌
俊

a-伝
平

鮒
V

箇
江
買
事

熱
窓
の
郷
土
史
に
脚
肱
の
人
柄
齢
』

う
か
わ
、

Z
量
1・
て

邸

主

q
 

，1でZも「
雨
禍

E偲普筑量車聖文里
fや

『

ψ
h行
材
事
鎗
.
笹
包
」
「
幽
剛
閉
侮
年
中
仔
，
L

寸三伽術鵠

良
"
見
比
削
催
釦
P亡
」
な
ど
宜
u雄庖二三
一隼

=

七
閤
九
)
六
九

aで
A横棋す-まz
で
次
&
々
守
と
.

ゆ
で
も
厳
ae知
ら
れ
る
の
が
事
保

二

f
E
Eき
で
と
吉

明

m
w
m
F
全
十
五
常
事
事
「
南

青
島

E
iい

が

町
誕

の

E
う
町

2
E主
主

t

u
u
f
E国
士
宮
耳

金

号

、

町

の

長

E
Z哲
三

十
年
か
け
て
収
録

L
E
Z
ι
な
り

ま
ち
の
・
・
情
U
実
に
.
や
か
・

出
-
"
も
日
志
禽
U

配

線

日
本
位
置
Z

E
E
Sに
ui
t
tさ

ぜ

n分
の

mu猷
L

す
る

α
uz学
閥

t一
般
の

4
2
5証
人
は

空

で

「

言

語

で

何

症

に

も

立

た
U
い
が
、

e後
の
旧
制
の
慰
め
に
m臨

め
た

J
E
E
-
-聞を哲

所

E
C
u
t
-
、電

そ
の
u
p

・
4
ゆ
え
か
長
〈
一平
俗
肯
通

の
作
と
間
違
わ
号
き
た

J
a

-
-
i
i
 

の
よ
う
な
仰
や
か
な
人
化
合
た
よ
う
べ

支

宮

路
子

健

星

野

東

かたLの誇-・・

外
あ
そ
び

2
5
J
t
R
 

理

費

ほ

少

な

い

し

事

い

も

ん

ピ
t

y

f
:
ン

と釘
F
a
u
m
市
取
る

し

t
T
t
t

2
5
J
tし
ろ
い

驚
し
いi

iい
あ

Z

事
い
勺
し
み
で

す
ラ
ご
〈
あ
允
化

S
い

:
t
T
2
5
J
Eい

h
a
F
a用
ヲ
色
。
ぅ

J

N

4

J

パ

イ

広
に
さ
い
し
い
と
こ
だ
ヲ
た
の
ふ

窓
に
婦
る
と

t
f
i
a聞

こ
れ
が

Eし
の

外

f
g
t
-

" 

包 300.1111

園開"，a.I!rHl~a;..~.・

判)" '" Il "'.:.敵同一Tll.'-Il

奈良市民憲 章

.且回目.のふ晶さと，費Lい自且とすぞれた"量直.
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H<置い人圃に" ~ Il， う.
車且"魯車めまちーみん"" Ll，~せのために咽おたがい

ぷζ圃けあいIl， ~ . 

車且"摘書で事相なまち，且"置にはあたt.IT，園町民畳

Lt L，今，
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睡Lい，みよい草ちづ"吾L草L占う，
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サ ， '" <') ti<< 1".臨時阻材にと先生が

持うて棄もれたヨマ l阜、直!Il~"" "チもあ
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今回のわたし白輔自島虫記はお体阜です，

そのかわりと曹 ヲては何ですが、 3月"日

売討のこどもだよ申告担葺'"ニ. (N) 
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